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1 アマミノクロウサギ訴訟   











いは⾏われなかった。    
 



















































のである。その後、控訴審である福岡⾼等裁判所の平成 14 年 3 ⽉ 19 ⽇判決においても同様に原告
適格が否定され、上告がなされなかったため、本件訴訟は原告の敗訴が確定した。 
  









































































































































































































































































































































































・(*2)⾃然の権利基⾦ホームページ（2018年12⽉6⽇閲覧） h HYPERLINK "http://www.f-






・ (*4) 奄 美 ⼤ 島 エ コ ツ ア ー ガ イ ド 連 絡 協 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ （ 2018 年 12 ⽉ 12 ⽇ 閲 覧 ） ß 
https://amamiguide.jimdo.com 
・(*5)⿅児島県ホームページ 奄美群島⾃然共⽣プランについて（2018年12⽉6⽇閲覧） 
https://www.pref.kagoshima.jp/ad13/kurashikankyo/kankyo/amami/03007007.html 
・(*6)奄美市ホームページ 奄美⼤島における⽣態系保全のためのノネコ管理計画の公表について
（2018年12⽉6⽇閲覧） 
 
・(*7)⼤久保規⼦「環境公益訴訟と⾏政訴訟の原告適格--EU各国における展開」 阪⼤法学 58(3・
4), 659-682, 2008-11 
 
その他参考資料 
・JELF⽇本環境法律家連盟ホームページ（2018年12⽉6⽇閲覧） http://www.jelf-justice.org 
・⾃然の権利セミナー報告書作成委員会編 『報告⽇本における「⾃然の権利」運動』⼭⽺社.1998 
・宇賀克也『⾏政法概説II―⾏政救済法』初版 有斐閣、2006年 
・⼭村恒年 『検証しながら学ぶ環境法⼊⾨』 昭和堂、1997年。 
 
